
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）による企業変革の有効性を理解し、自社の 

ＤＸ推進に向けたポイントを具体的に解説します。 

《講師のご紹介》 

1971 年 国立長野工業高等専門学校電気工学科卒業、同年沖電気工業高碕事業所入社 

新製品設計プロジェクトリーダー事務機器端末装置の電子回路設計、システム設計に従事 

2001 年 沖電気実業（シンセン）有限公司 品質保証部長として、中国 ATM 新工場立ち上げに参画 

2004 年 沖電気退職後、加達利（香港）有限公司品質保証部長として品質システム構築に従事 

2007 年 東邦工業株式会社に移籍、中国深セン・上海にて PCの新製品の量産立ち上げ委託生産業務に従事 

2013 年独立 高崎ものづくり技術研究所設立、主に中小製造業の品質 

向上、生産性向上の各種手法、ツール開発と普及活動実施 

2017 年 合同会社高崎ものづくり技術研究所として法人化 

【日 時】令和５年６月２１日（水）９：３０～1６：３０ 

【会 場】群馬県勤労福祉センター第４会議室（前橋市野中町 361-2） 

【講 師】合同会社高崎ものづくり技術研究所 代表 濱田 金男 氏  

【受講料】３，３００円（税込）※ 生産性本部会員は昼食付き 

※  お申込み受付後、請求書を郵送させていただきます。 

 

 

【講師コメント】ＤＸ推進のために、企業の第一線技術者、管理者が

理解しておくべきポイントを具体的に解説します。 

・各企業におけるＤＸ推進の動向を知ることで、ＤＸを推進する関係

者間での共通理解の形成や社内推進体制の整備といった事業変革の環

境整備への取り組みが必要なことを理解していただきます。 

・ＤＸ推進のための戦略のあり方、仕組みを理解し、ＤＸ推進のため

に取るべきアクションを学んでいただきます。 

・演習を通じて、自社課題におけるＤＸ戦略の導入に生かしていただ

けるよう、ＤＸ推進のための取り組みの具体的プラン（スキルの習

得、データの取得方法、分析の方法案）を作成します。 

新型コロナウイルス 

感染防止対策 

実施中！ 

マスク着用・消毒・検温等の 
感染症対策への 

ご理解・ご協力をお願いします。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【DX（デジタルトランスフォーメーション）の推進】（６/21）申込書 

企業 

団体名  

企業・団体規模(○で囲んでください) 

Ａ1～29人、Ｂ30～99人、Ｃ100～299

人、Ｄ300～499人、Ｅ500～999人、

Ｆ1000人～ 

所在地 

〒 業種(○で囲んでください) 

01建設業、02製造業。03運輸業、04

卸売・小売業、05サービス業、06そ

の他 

ＴＥＬ  FAX  

E-mail  

会員区分 
１．一般  ２．生産性本部会員  ３．生産性本部会員（無料特典を利用）      （○で囲んでください） 

【無料特典】通常セミナーは年間２名様、生産性向上支援訓練は年間５名様まで利用可能  

派遣ご担当者 

お名前 
 

ご所属/役職  

備 考  

参

加

者 
 

お名前 
ふりがな 年鈴 

就業状況 ・正社員 ・非正規雇用 ・その他（自営業等）

（○で囲んでください） 

お名前 
ふりがな 年鈴 

就業状況 
・正社員 ・非正規雇用 ・その他（自営業等）

（○で囲んでください） 

お名前 
ふりがな 年鈴 

就業状況 
・正社員 ・非正規雇用 ・その他（自営業等）

（○で囲んでください） 

お名前 
ふりがな 年鈴 

就業状況 
・正社員 ・非正規雇用 ・その他（自営業等）

（○で囲んでください） 

計 名（うち特典利用   名） 
 

 

 

Ⅰ ＤＸ概論～ＤＸの概要と取り組みの必要性～ 
1.ＤＸとは 2.製造業のＤＸとは 3.改善活動・ＩＴ化とＤＸの違い 4.ＤＸ導入の課題 

5.企業に求められる変革 

Ⅱ ＤＸ導入事例～ＤＸ導入に欠かせない技術の具体的事例～ 
1.ＤＸ化に欠かせないデジタル技術 2.ＡＩとロボット技術 3.ＩｏＴとデータ収集の仕組み 

4.データの分析と活用方法 5.事務部門のＩＴ化技術 6.身近な課題をデジタル技術で解決 

7.技術者に必要なスキル 

Ⅲ ＤＸ戦略の導入～ＤＸ推進の目的の明確化、目標達成のためのステップ～ 
1.環境変化に負けない基礎体力をつける 2.受注加工生産企業ＤＸの２つの方向性 

3.顧客価値の創造 4.ＤＸ推進のための人材育成 5.ＤＸ推進のための組織強化 

 【申込み方法】ＦＡＸ：027-289-0038又はＥ-ｍａｉｌ：ｇｐｃ＠ｖｉ.ｓｕｎｆｉｅｌｄ.ｎｅ.ｊｐにてお願いします 

【申込期限】令和 5年 6月 7日（水）  

【問合せ先】群馬県生産性本部 担当:新井  

〒379-2166 群馬県前橋市野中町 361-2  TEL027-261-0603 

プログラム 


